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全国の女性4000人が選んだ、隠れた地域観光資源
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全
国
に
散
在
す
る
観
光
資
源
の
隠
れ
た

〝
卵
〞。
今
は
地
元
だ
け
で
認
知
さ
れ
て
い

る
も
の
で
も
、
観
光
客
誘
致
の
引
き
が
ね

に
な
る
〝
可
能
性
〞
を
秘
め
た
「
隠
れ
た
地

域
ブ
ラ
ン
ド
」
を
全
国
か
ら
集
め
、
他
の

地
域
の
女
性
生
活
者
が
ど
の
程
度
魅
力
に

感
じ
る
の
か
、
そ
の
資
源
価
値
を
明
ら
か

に
す
る
の
が
、
今
回
実
施
し
た
「
意
外
に

い
い
と
こ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
だ
。

こ
の
調
査
は
、
2
0
0
8
年
度
の
リ
ビ

ン
グ
新
聞
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
ー
マ
「
日
本

全
国
い
い
と
こ
自
慢
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
※

1
）
の
一
環
と
し
て
、
全
国
58
エ
リ
ア
に

広
が
る
リ
ビ
ン
グ
新
聞
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
※
2
）
と
リ
ビ
ン
グ
く
ら
し
H
O
W
研

究
所
が
実
施
。
全
国
か
ら
推
薦
さ
れ
た
54

の
隠
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
を
測
定

し
、
地
域
の
内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
だ
。

ま
ず
今
回
の
調
査
の
肝
は
、
評
価
対
象

と
な
る
「
隠
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
を
い
か

に
発
掘
す
る
か
。
富
士
宮
焼
そ
ば
の
よ
う

に
、
他
の
地
域
の
人
に
も
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
い
わ
ば
一
般
名
詞
化
し
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
ま
だ
意
外
性
の
あ

る
ブ
ラ
ン
ド
を
主
に
対
象
と
し
た
い
。
さ

ら
に
そ
れ
が
、
他
の
地
域
の
人
に
と
っ
て

も
魅
力
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
今
回
は
、
地
域
の
中
で
生
活
情
報
を

発
信
し
続
け
て
い
る
全
国
の
リ
ビ
ン
グ
新

聞
編
集
長
が
、
地
域
を
熟
知
し
て
い
る
強

み
を
生
か
し
て
隠
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

実
際
の
調
査
は
、
全
国
か
ら
集
め
ら
れ

た
54
の
隠
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
関
す
る

写
真
と
説
明
文
を
提
示
し
、
認
知
度
の

今
回
の
評
価
軸
の
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト

は
、 〝
意
外
性
〞
に
あ
る
。
そ
の
た
め
今

回
は
知
ら
れ
て
い
な
い
度
合
、
つ
ま
り

「
非
認
知
度
」
を
特
に
取
り
上
げ
、
評
価

対
象
へ
の
興
味
度
や
体
験
意
向
と
い
っ
た

プ
ラ
ス
の
評
価
を
そ
れ
に
合
算
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
意
外
に
い
い
と
こ
」
と
い

う
指
標
を
作
っ
た
。

興
味
関
心
を
ひ
く
モ
ノ
・
コ
ト
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
認
知
度
が
高
く
て
一
般
に

知
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
た
だ
の
「
い

い
と
こ
」
と
な
る
。
そ
れ
は
一
般
的
に
は

プ
ラ
ス
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
が
、

今
回
の
調
査
で
は
意
外
性
の
持
つ
面
白
み

は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
意
外
に

い
い
と
こ
」
評
価
は
低
く
な
る
。
つ
ま
り
、

認
知
度
が
低
く
、
興
味
度
と
体
験
意
向
が

高
い
ほ
ど
、
魅
力
度
の
高
い
「
意
外
に
い

い
と
こ
」
と
考
え
た
の
だ
。

ほ
か
、
興
味
度
や
体
験
意
向
な
ど
複
数

の
視
点
か
ら
ウ
ェ
ブ
上
で
評
価
を
し
て
も

ら
っ
た
。
設
問
量
が
多
く
、
回
答
時
間
は

平
均
し
て
約
40
分
と
回
答
者
に
は
負
担

が
大
き
か
っ
た
が
、
回
収
サ
ン
プ
ル
数
は

4
0
0
0
人
を
超
え
、
こ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

集
計
は
女
性
に
絞
り
、
関
東
・
近
畿
を

中
心
と
し
た
全
国
の
30
代
、
40
代
が
回
答

者
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
だ
（
グ
ラ
フ
）。

新
た
に
発
掘
す
る「
意
外
に
い
い
と
こ
」と
い
う
視
点

地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
観
光
資
源
と
は
何
か
？ 　

2
0
0
8
年
7

月
、
全
国
の
リ
ビ
ン
グ
新
聞
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
読
者
で
あ
る
女
性

の
視
点
を
最
大
限
に
生
か
し
、
今
後
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
べ
き
地
域

資
源
の
発
掘
を
目
的
に
調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

全
国
の
女
性
４
０
０
０
人
が
選
ん
だ
、
隠
れ
た
地
域
観
光
資
源

調
査
レ
ポ
ー
ト
３

「
意
外
に
い
い
と
こ
」
と
い
う
指
標

隠
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
着
目

54
の
隠
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を〈
場
所
・

行
事
・
体
験
部
門
〉
と〈
飲
食
品
・
物
産
部

門
〉の
別
に
そ
れ
ぞ
れ
測
定
し
た
結
果
、
ま

ず
〈
場
所
・
行
事
・
体
験
部
門
〉
で
も
っ
と

も「
意
外
に
い
い
と
こ
」に
選
ば
れ
た
の
は
、

熊
本
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
み
ず
あ
か
り
」。

熊
本
の
資
源
で
あ
る
火
、
水
、
竹
、
和
ろ

う
そ
く
を
使
っ
て
、
灯
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
熊

本
城
下
を
彩
り
、
幻
想
的
で
美
し
い
空
間

を
作
り
出
す
イ
ベ
ン
ト
だ
。
全
国
的
な
認

知
度
は
9
%
と
低
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
一
方
で
興
味
度
や
体
験
意
向
が
高
く
、

み
ご
と
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
と
な
っ
た
。

具
体
的
な
評
価
結
果
を
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
見
る
と
、「
み
ず
あ
か
り
」

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
、「
旅
先
で
足

を
延
ば
す
き
っ
か
け
に
な
る
」
と
い
う
評

価
を
押
し
上
げ
て
い
る
点
に
注
目
で
き

る
。『
熊
本
は
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
こ
ん
な
幻
想
的
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
な
ら
ま
た
行
き
た
い
』（
50
代
・
東
京

都
）
と
い
う
自
由
回
答
の
よ
う
に
、
旅
行

先
と
し
て
プ
ラ
ス
α
の
魅
力
付
け
が
で
き

て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
。
今
後
、
認
知
拡

大
の
た
め
の
し
っ
か
り
し
た
P
R
活
動
に

よ
っ
て
、
全
国
的
な
集
客
力
の
あ
る
、
女

性
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
新

た
に
注
目
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
く
〈
場
所
・
行
事
・
体
験
部
門
〉
の

２
位
は
、
札
幌
の
「
ル
イ
・
イ
カ
ー
ル
＆

ガ
レ
・
ド
ー
ム 

石
狩
美
術
館
」。
イ
カ
ー

ル
作
品
と
ガ
レ
の
ラ
ン
プ
な
ど
数
百
点
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
、
ラ
ン
プ
の
灯

り
の
幻
想
的
な
映
り
込
み
が
美
し
い
私
設

美
術
館
で
、「
ほ
か
に
は
な
い
独
自
の
魅

力
が
あ
る
と
思
う
」
と
い
う
評
価
に
、
こ

こ
の
魅
力
が
反
映
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。

〈
場
所
・
行
事
・
体
験
部
門
〉

1
位
は
熊
本
の
イ
ベ
ン
ト「
み
ず
あ
か
り
」

（※1）リビング新聞ネットワークテーマ「日本全国いいとこ自慢」とは…

　リビング新聞は、全国の主要都市圏で主婦を対象に、暮らしに役
立つ生活情報を発信する地域密着型のフリーペーパー。北は仙台か
ら南は鹿児島まで、58エリア約900万部を発行している。この全
国のリビング新聞が一丸となって、年に1つ共通のテーマを企画し、
紙面やサイトを通して情報発信する取り組みが「リビング新聞ネット
ワークテーマ」。2008年度のテーマは「日本全国いいとこ自慢」で、
地元の主婦が自らの目で新たに地域資源を発掘する「地域の価値の
再評価」と、その価値をさらにブラッシュアップして紙面・サイトで
「地域情報を発信」することの2つを活動の柱に展開している。

（※2）本調査には、提携紙「オントナ」（道新サービスセンター発行）
も参加

＜グラフ＞居住地域（n＝4034）
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興味をひかれる

ほかの人にも
教えたいと思う

行きたい・体験
したいと思う

ほ
か
に
は
な
い
独
自
の

魅
力
が
あ
る
と
思
う

旅
先
で
足
を
延
ば
す

き
っ
か
け
に
な
る

熊本／みずあかり1

熊本の資源である火、水、竹、和ろうそくを使って、灯
りのオブジェが街中を彩るイベント。県民運動の一環と
して2002年にスタート。多くのボランティアによって、
毎年10月に熊本城下で開催。竹のオブジェからこぼれ
る灯りが水に映え、幻想的で美しい空間を作り出す。
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興味をひかれる

ほかの人にも
教えたいと思う

行きたい・体験
したいと思う

ほ
か
に
は
な
い
独
自
の

魅
力
が
あ
る
と
思
う

旅
先
で
足
を
延
ば
す

き
っ
か
け
に
な
る

札幌／ルイ・イカール&
ガレ・ドーム 石狩美術館2

愛妻に似た女性を描いたリトグラフを購入して以来40
年、某企業の社長がコツコツと収集してきたイカール
作品と、ガレほかランプのコレクション数百点を展示
する私設美術館。ランプの灯りの幻想的な映り込みが、
息をのむ美しさ。

福山市は「ばらのまち」。戦後復
興と平和への祈りを込めて人々
が植えはじめたばらが今や約49
万本。ボランティアの会が広め
ている「折りばら」は、46の複
雑な工程を経て一枚の折り紙か
ら完成。完成時の感動は大きい。

3 福山／折りばら

鎌倉・由比ガ浜海岸には毎年、
夏になるとタイの屋台村が登場。
その名も「リトルタイランド」。グ
リーンカレーにトムヤムクンなど
タイ料理の数々を、海を眺めな
がら楽しめる。夜はリゾート気分
で一杯も。

4 湘南／湘南の海にタイの屋台「リトルタイランド」

日本三大砂丘のひとつの吹上
砂丘は東シナ海に面し、南北
45kmにわたって、 ゆるやかな
弧を描く美しい砂浜。自然遊歩
道、キャンプ場、国民宿舎など
のレクリエーション施設も調っ
ている。

5 鹿児島／吹上砂丘

調査概要

調査期間
2008年7月24日
（木）～8月10日（日）

調査方法
リビング新聞の読者
を対象にしたWeb
アンケート

有効回答人数
女性4034人



次
に
〈
飲
食
品
・
物
産
部
門
〉
で
も
っ

と
も
「
意
外
に
い
い
も
の
」
に
選
ば
れ

た
の
は
、
札
幌
の
「
紙
石
鹸 

初
雪
」。

２
０
０
７
年
の
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場

で
試
験
販
売
後
に
商
品
化
さ
れ
、
今
で
は

密
か
に
人
気
の
札
幌
土
産
に
な
っ
て
い

る
、
洗
顔
も
で
き
る
高
品
質
石
鹸
だ
。
ま

だ
ま
だ
認
知
度
は
低
く
、
ま
た
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
特
に
興

味
度
の
高
い
点
が
特
徴
で
、
認
知
が
拡
大

す
れ
ば
興
味
が
集
ま
り
大
ブ
レ
ー
ク
す
る

可
能
性
あ
り
。
自
由
回
答
で
も
、『
北
海

道
に
は
有
名
な
お
土
産
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
有
名
す
ぎ
て
面
白
み
が
な
い
の
で
、

今
度
北
海
道
に
行
っ
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
お

土
産
に
し
た
い
』（
20
代
・
大
阪
府
）
と
い

う
よ
う
に
、
早
速
新
た
な
お
土
産
と
し
て

評
価
す
る
意
見
が
多
く
見
ら
れ
た
。

2
位
は
仙
台
の
「
ひ
ょ
う
た
ん
揚
げ
」

と
い
う
市
内
の
あ
る
蒲
鉾
店
の
人
気
商

品
。
名
物
の
蒲
鉾
が
入
っ
た
和
風
ア
メ
リ

カ
ン
ド
ッ
グ
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
形
の

か
わ
い
さ
も
影
響
し
て
か
、「
食
べ
た
り

買
っ
た
り
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
直

接
大
き
く
響
い
た
結
果
に
。

〈
飲
食
品
・
物
産
部
門
〉

1
位
は
、
札
幌
の
新
し
い
土
産
物
「
紙
石
鹸 

初
雪
」

今
回
評
価
の
対
象
に
な
っ
た
「
隠
れ
た

地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
は
、
そ
の
多
く
が
認
知

度
も
低
く
、
か
つ
興
味
度
の
高
い
「
意
外

に
い
い
と
こ
」
と
し
て
、
地
域
の
魅
力
を

底
上
げ
す
る
チ
カ
ラ
を
持
っ
て
い
る
と
実

感
で
き
る
。
既
存
の
メ
ジ
ャ
ー
な
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
、
単
な
る
興
味
度
と
い
う
尺
度

で
測
定
す
る
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ

た
新
し
い
モ
ノ
・
コ
ト
。
す
な
わ
ち
「
意

外
に
い
い
と
こ
」
こ
そ
が
、
地
域
が
主
導

す
る
地
域
活
性
化
の
主
役
と
し
て
大
き
な

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

「
意
外
に
い
い
と
こ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
が

旅
行
の
目
玉
に
な
る
ほ
ど
で
は
な
い
も
の

も
多
い
。
さ
ら
に
「
意
外
に
い
い
と
こ
」

か
ら
メ
ジ
ャ
ー
な
「
い
い
と
こ
」
に
進
化

さ
せ
る
に
は
、
地
域
か
ら
の
情
報
発
信
力

が
必
要
不
可
欠
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
に
も
増
し
て
重
要
な
の
は
、

地
域
に
隠
れ
て
い
る
有
象
無
象
の
ブ
ラ
ン

ド
の
中
か
ら
、
と
り
わ
け
「
意
外
に
い
い
と

こ
」
を
生
活
の
中
か
ら
発
掘
す
る
目
ヂ
カ
ラ

で
は
な
い
か
。
地
域
の
生
活
者
を
共
感
さ

せ
、
さ
ら
に
他
の
地
域
か
ら
も
新
鮮
な
イ

ン
パ
ク
ト
で
興
味
を
も
っ
て
も
ら
え
る
モ

ノ
・
コ
ト
は
、
定
量
的
な
手
法
だ
け
で
は
発

掘
で
き
な
い
。
地
域
生
活
者
の
代
表
者
が
、

高
い
可
能
性
を
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
を
い
か
に

発
見
で
き
る
か
、
発
掘
で
き
る
目
ヂ
カ
ラ

を
持
つ
人
と
い
か
に
連
携
で
き
る
か
に
、

隠
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
ポ
イ
ン
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

目
ヂ
カ
ラ
を
持
つ
「
人
」
と
の
連
携

興味をひかれる

ほかの人にも
教えたいと思う

食べたり買ったり
したいと思う

ほ
か
に
は
な
い
独
自
の

魅
力
が
あ
る
と
思
う

旅
先
で
足
を
延
ば
す

き
っ
か
け
に
な
る
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20
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50
60

10
20
30
40
50

1

2007年さっぽろ雪まつり会場での試験販売で即完売、
早速商品化され、今では密かに人気の札幌土産。北国
に理想的な商品を認定する「札幌スタイル」の商品で、
手作り石鹸で人気の会社が製作。洗顔もできる高品質。

10
20
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興味をひかれる

ほかの人にも
教えたいと思う

食べたり買ったり
したいと思う
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2

仙台市中心部・アーケード街の角にある蒲鉾店の人気
商品。中に仙台名物の蒲鉾が入った和風アメリカンドッ
グは、信号待ちについ買いたくなるコロンとした形がか
わいい、仙台の隠れた名品（あたり付き）。

できれば琵琶湖産の天然鰻を
使いたい湖国の郷土料理「鰻の
じゅんじゅん（すき焼き）」。すき
焼き鍋に油を引き鰻を入れると
皮が「チュンチュン」と音を立て
ることからこの名に。

3 滋賀／鰻のじゅんじゅん

埼玉県の郷土料理といえば、う
どんに代表される小麦粉グルメ。
「埼玉B級ご当地グルメ王決定
戦」の初代王者には「煮ぼうと
う」（深谷市）が輝き、2代目王
者は「豆腐ラーメン」（さいたま
市岩槻区）。

4 埼玉／粉文化

うどんに続くご当地グルメな
ら、鶏の骨付きもも肉を焼き上
げた「骨付鳥」。かむほどに旨み
がでる通好みの「おやどり」か、
やわらかくジューシーな「ひな
どり」か…。店ごとに違う味わ
いも魅力。

5 高松／骨付鳥

札幌／札幌スタイル商品
「紙石鹸 初雪」    仙台／ひょうたん揚げ
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